
 

ヒアリング項目（案） 
 

 

○  障害者雇用については、就労希望者の着実な増加や、就労希望者における障

害特性の多様化、企業理解や取組の進展、地域の就労支援機関の充実等、様々

な変化が見られるが、現状について、どのように評価することができるのか。 

 

○  近年、障害者雇用者数は大幅に増加しつつあるが、雇用の量に加えて、希望

や特性に合った仕事で長く安定的に働き続けられる等、いわゆる雇用の質の

向上を図るためには、雇用継続を支援する措置やキャリア形成を促進する措

置、雇用管理改善をはじめ、どのような対応が求められているのか。 

 特に、平成３０年４月から雇用が義務化される精神障害者をはじめ個別性が

高く就労支援が困難とされる方や、体力等が徐々に低減していく中高年齢層

の障害者などについて、希望に応じた働き方を実現するため、どのような対

応が求められているのか。 

 

〇 ＩＣＴ技術の発展等に伴い、時間と場所を有効に活用できる多様で柔軟な働

き方が拡がっていくと考えられるが、障害のある方についても、テレワークや

在宅就業を含め、希望や特性等に応じた働き方を実現するためには、どのよう

な対応が求められているのか。 

 

○  依然、中小企業では障害者雇用が停滞しているが、障害者と共に働くことが

当たり前の社会を作り上げていくため、中小企業等に対し、どのような対応

が求められているのか。 

 

○  障害者の希望や特性に合った働き方を実現するため、地域の就労支援機関や、

教育、福祉、医療等の現場において、どのような支援策や連携関係構築が求

められているのか。 

 

○  こうした現状や論点を含め、障害者雇用率制度や障害者雇用納付金制度等、

障害者雇用促進制度には、どのような対応が求められているのか。 
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